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【20231012 改訂】定有堂教室「ドゥルーズを読む会（哲学を楽しむ会）」 

 

１ 日程、基本コンセプト、参考文献（従来どおり） 

 ①日程   原則として隔月第１または第２木曜日 １９：００～ 

 ②基本コンセプト 

  

  

 

③参考文献 

基本テキスト  『アンチ・オイディプス』『千のプラトー』  ※斜め読みで結構です。 

解説書など   宇野邦一『ドゥルーズ 流動の哲学』 

（原著 2001年、講談社学術文庫、2020年）  

        千葉雅也『現代思想入門』（講談社現代新書、2022年） 

 

２ 第７回までの日程とテキスト 

 ①第１回 2022年１０月２７日（木） 岩田作成レジメによる全般説明 

 ②第２回 2022年１２月１５日（木） 『千のプラトー（上）』所収「リゾーム」 

 ③第３回 2023年２月９日（木）    

『意味の論理学（下）』所収「ミッシェル・トゥルニエと他者なき世界」 

 ④第４回 2023年４月１３日（木） 『記号と事件』 

 ⑤第５回 2023年６月１日（木）  

綾屋紗月・熊谷普一郎『つながりの作法』（ＮＨＫ出版、2010年）   

 ⑥第６回 2023年８月１７日（木） 

       『レヴィナス・コレクション』（ちくま学芸文庫、1999年）所収 

「逃走論」（1935年） 

 ⑦第７回 2023年１０月１２日（木） 

       『レヴィナス・コレクション』（ちくま学芸文庫、1999年）所収 

「ヒトラー主義哲学に関する若干の考察」（1934年） 

小野寺拓也・田野大輔『ヒトラーは「良いこと」もしたのか』 

               （岩波ブックレット、2023年） 

 

３ 第８回以降（新規） 

 早いもので、手探りで「ドゥルーズを読む会」を始めてから１年が経ちます。この１年は主

著の周りを巡っていましたが、いよいよ本丸攻略ステージへと歩みを進めてみましょう。 

⑧第８回 2023年１２月１４日（木） 

  フランス哲学界におけるドゥルーズ哲学の位置づけを知るために…… 

 ・渡名喜庸哲『現代フランス哲学』（ちくま新書、2023年） 

  「1980年代以降、フランス哲学界で何が論じられているのか」について、駆け足で手際よ 

「逸脱」を「楽しむ」 

＝ドゥルーズと皆さんの関心のあるテーマを往還する  
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くまとめています。フーコー・デリダ・ドゥルーズ哲学や「６８年５月革命」のコンパクト

でわかりやすい解説、「現代フランス思想家マップ」、邦訳で読めるリスト、索引が充実し

ており、手元に置くと便利な本です。 

・檜垣立哉『ベルクソンの哲学・生成する実在の肯定』(原著 2000年、講談社学術文庫 2022年) 

ドゥルーズの「差異と反復、生成変化の哲学」は、ベルクソンの「持続と変化の哲学」「生

の哲学」に大きな影響を受けています。１９世紀末から２０世紀前半に活躍したベルクソ

ン（1927年ノーベル文学賞、受賞理由は「彼の豊かで活発な発想と、それが表現された鮮

やかな技巧に対して」）は、ハイデガー、ウィリアム・ジェイムズ、サルトル、レヴィナス、

メルロ＝ポンティらの欧米哲学者はもちろん、日本でも西田幾多郎らに大きな影響を与え

ました。ベルグソン哲学を受け継いで蘇らせたのがドゥルーズ哲学であると言えるかもし

れません。前掲『現代フランス哲学』を補完する意味で、本書を読んでみましょう。 

 

⑨第９回 2024年２月 

 ・木田元『反哲学史』（原著 1995年、講談社学術文庫 2000年）  

  ホワイトヘッドは『過程と実在』(1929 年)において、「ヨーロッパの哲学的伝統を一番無難

に総体的に特徴づければそれはプラトンにつけられた一連の脚注であるということだ」と述

べました。この指摘に刺激され、ラヴジョイは『存在の大いなる連鎖』（1936 年、1933 年の

ハーバード大学ウィリアム・ジェイムズ講座における１１回の連続講義に基づく）を執筆し

ます。「反哲学」とは、ニーチェが粗描しハイデガーが継承した、西洋 2500 年の「哲学」を

批判的に乗り越えようとする企てです。ドゥルーズも継承者の一人と言ってよいでしょう。

ソクラテス＝プラトンを源流とする西欧哲学の一大潮流とは異なる思考様式を探っていきま

す。 

 

 ⑩第１０回 2024年４月 

 ⑪第１１回 2024年６月 

 ⑫第１２回 2024年８月 

 ⑬第１３回 2024年１０月 

 ⑭第１４回 2024年１２月 

  仲正昌樹『ドゥルーズ＋ガタリ〈アンチ・オイディプス〉入門講義』（作品社、2018年）、仲

正昌樹『ドゥルーズ＋ガタリ〈千のプラトー〉入門講義』（作品社、2023年）を読み、『アン

チ・オイディプス（上・下）』（河出文庫、2006年）、『千のプラトー（上・中・下）』（河出文

庫、2010年）の理解を深めていきます。 

『アンチ・オイディプス（上・下）』、『千のプラトー（上・中・下）』をそれぞれ２・３回ず

つで読んでいく予定です。 

https://www.amazon.co.jp/%E3%83%99%E3%83%AB%E3%82%AF%E3%82%BD%E3%83%B3%E3%81%AE%E5%93%B2%E5%AD%A6-%E7%94%9F%E6%88%90%E3%81%99%E3%82%8B%E5%AE%9F%E5%9C%A8%E3%81%AE%E8%82%AF%E5%AE%9A-%E8%AC%9B%E8%AB%87%E7%A4%BE%E5%AD%A6%E8%A1%93%E6%96%87%E5%BA%AB-%E6%AA%9C%E5%9E%A3-%E7%AB%8B%E5%93%89/dp/4065281563/ref=sr_1_1?__mk_ja_JP=%E3%82%AB%E3%82%BF%E3%82%AB%E3%83%8A&crid=3P6VSJ3A2BS3D&keywords=%E3%83%99%E3%83%AB%E3%82%AF%E3%82%BD%E3%83%B3&qid=1697070168&s=books&sprefix=%E3%83%99%E3%83%AB%E3%82%AF%E3%82%BD%E3%83%B3%2Cstripbooks%2C386&sr=1-1

